
・ CAPという考え方を初めて知ることができました。
・劇やホワイトボードを使ったものだったので、わかりやすかった。
・児童の目線に立った言葉がけや内容で、CAPの活動をもっと知りたいと
思った。

・私たち大人の役割を職場でも広げ、自分自身も改めて子供たちに寄り添い
話したい、相談したいと思ってもらえるような大人になりたいと思います。

主 催：群馬県教育委員会
共 催：東毛地区人権教育推進連絡協議会・みどり市教育委員会
主 管：東部教育事務所

講師 一般社団法人 J-CAPTA
トレーニングディレクター 矢島 宏美 氏

参加者の声

令和5年度東毛地区人権教育指導者研修会が、８／１７（木）にみどり市
のながめ余興場で、東毛地区の各市町人権教育推進組織員、学校教育関係者、
社会教育関係者等を対象に実施されました。
前半は、昨年度の県の事業の指定を受けた桐生市が、人権についての取組

について実践発表を行いました。
後半は、講演会を行いました。「子どもたち」の人権をテーマに、J-

CAPTAの矢島さんに御講演いただき、「子どもへの暴力防止を目的とした
プログラム」の説明やロールプレイの実演などを通して、私たちがすぐにで
きる支援を、わかりやすく具体的にお話していただきました。

テーマ 「子どもたち」の人権 ※いじめ、児童虐待、性暴力
演 題 家庭・学校・地域で、子どもの安心・安全を守りましょう！


